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鳥取県西部地震鳥取県西部地震

平成平成1212年年(2000(2000年年))鳥取県西部地震鳥取県西部地震

80km8080kmkm

岡山岡山岡山

●● 20002000年年1010月月66日日1313時時3030分分

●● 震源の深さ　震源の深さ　1111kmkm

●● マグニチュードマグニチュード((MMｊｊ))　　7.37.3

●● 最大震度最大震度66強強

　　　　鳥取鳥取 境港・日野町境港・日野町

●● 負傷者負傷者400400名以上名以上

　　　　家屋倒壊などの被害家屋倒壊などの被害



大気イオンと地震大気イオンと地震

●● 19951995年兵庫県南部地震の年兵庫県南部地震の88日前日前
　　　　　　　　神戸神戸 東灘区の大気イオン測定器メーカーが東灘区の大気イオン測定器メーカーが

　　　　従来経験しない異常値を計測従来経験しない異常値を計測((薩谷，薩谷，1996)1996)

●● 大気イオンの生成物質の一つ　放射性ラドンが大気イオンの生成物質の一つ　放射性ラドンが

　　　　兵庫県南部地震の前後で大きく変動兵庫県南部地震の前後で大きく変動((安岡ら，安岡ら，1996)1996)

　　　　19971997年年1010月より　約月より　約33年間にわたり年間にわたり2424時間連続測定時間連続測定



下層大気中でのイオン生成下層大気中でのイオン生成
その他

降雨時（レナード効果）など
宇宙からの放射線（宇宙線）

電離作用電離作用
大気中のイオン大気中のイオン

局所的局所的少少

電離作用電離作用

電離作用電離作用多多

大気中・地殻中からの放射性物質



大気イオン測定大気イオン測定

●● イオン計測器イオン計測器 KSIKSI--35003500

●● 2121号館号館66階研究室に設置階研究室に設置

　　　　((地表から地表から21.521.5m)m)

●● 66種類の粒子密度を計測種類の粒子密度を計測

　　　　　　　　　　　　　　((個数個数//cc)cc)

●● 窓より大気を吸引窓より大気を吸引

　　　　(45(45リットルリットル//分分))



ee--PISCOPISCOホームページ掲載のグラフホームページ掲載のグラフ
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平常値よりも高い濃度平常値よりも高い濃度2000年6月22日
最大値 +11105
異常の始まり 2000年10月6日 M7.3 

鳥取県西部地震発生普段は正負両イオンともに普段は正負両イオンともに

500500～～2000(2000(個個//cc)cc)の間で推移の間で推移

19991999年年1010月～月～20002000年年1212月月

3000(3000(個個//cc)cc)超の回数　この超の回数　この1515ヶ月間　ヶ月間　2525回回

20002000年年77月　月　1313回回

大気イオン濃度変化大気イオン濃度変化



大気イオン濃度変化大気イオン濃度変化

2000.06.222000.06.22～～2000.10.062000.10.06

6/226/22　要警戒情報　要警戒情報((広島県北部・伊予灘広島県北部・伊予灘 前震仮定前震仮定))

7/117/11　要警戒情報　要警戒情報((地域特定せず地域特定せず,,M6.5M6.5前後前後))

7/177/17　　鳥取県西部で鳥取県西部でM4.3M4.3の地震の地震

予測よりも予測よりも10001000分の分の11の規模の規模,,前震仮定前震仮定

22週間以内に週間以内にM6.5M6.5前後の本震予測前後の本震予測

9090日後　日後　10/610/6　本震　本震((M7.3)M7.3)発生発生



7/17 M4.3

10/06 M7.3



鳥取県西部地域の地震活動鳥取県西部地域の地震活動

2000.06.222000.06.22～～2000.10.062000.10.06

7/117/11～～8/68/6

地震活動活発期地震活動活発期



まとめまとめ

大気イオン高濃度期と大気イオン高濃度期と

地震活動活発期が地震活動活発期が

ほぼ一致ほぼ一致

本震前に前震認知本震前に前震認知 困難困難　　

しかし，しかし，イオン異常時イオン異常時　　

ほぼ同時期に地震活動ほぼ同時期に地震活動　　

始まった地域を見出せば始まった地域を見出せば　　

地震予知精度向上に寄与地震予知精度向上に寄与



今後の課題今後の課題

●● すべての地震が前震を伴うわけではないすべての地震が前震を伴うわけではない

　　 　　　前震を伴わない地震への対処方法　　　前震を伴わない地震への対処方法

●● 現在の大気イオン観測点現在の大気イオン観測点 岡山理科大の岡山理科大の11点のみ点のみ

　　 　　　大気イオン観測点の増設　　　大気イオン観測点の増設

●● 過去過去33年間のデータの検証年間のデータの検証
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